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ト
ヨ
タ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

取
締
役
会
長

期
・
分
散
・
最
適
で
考
え
る
世
界
一
シ
ン
プ
ル
な

投
資
法
」
と
い
う
新
刊
本
が
手
元
に
届
い
た
。
こ

れ
は
、
バ
ン
ガ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
と
T
F
S
、
マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
、

講
談
社
の
四
社
が
個
人
投
資
家
へ
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
企
画

し
た
も
の
。

金
融
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
で「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
通
り
、「
い
つ
で
も
誰
で
も
安
価
で
良
質
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
時
代
」
を
政
府
は
演
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

最
近
、
弊
社
の
証
券
ミ
ニ
店
鋪

で
も
、
投
資
セ
ミ
ナ
ー
は
、
若

い
お
客
様
で
い
っ
ぱ
い
と
な
る
。

●

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口

減
少
の
時
代
に
は
、
働
く
人
と

リ
タ
イ
ア
し
た
人
の
比
率
が
変

化
す
る
。
一
時
的
に
需
要
は

拡
大
す
る
が
、
家
計
の
貯
蓄
は

や
が
て
減
少
し
は
じ
め
る
。
貯

蓄
の
減
少
は
銀
行
の
国
債
の
引

受
に
支
障
を
き
た
し
、「
財
政
赤
字
」
と「
経
常
収
支
の
赤
字
」

が
あ
い
ま
っ
て
、い
わ
ゆ
る「
双
子
の
赤
字
」
と
な
り
、
日
本
経
済

の
将
来
の
一
番
の
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

●

一
方
、
人
口
減
少
下
で
貯
蓄
が
減
少
に
向
か
う
な
か
、
個
人

資
産
形
成
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
。

ま
ず
、
第
一
に
住
宅
は
少
子
で
余
剰
と
な
り
、
住
宅
積
立
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
中
古
住
宅

の
流
通
市
場
の
整
備
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
リ
バ
ー

ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
な
ど
が
本
格
化
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
従
来
確
実
な
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
た
子
供
へ
の「
教

育
投
資
」
が
少
子
の
到
来
で
意
味
を
失
い
、
老
後
は
自
分
で
資

産
形
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

銀
行
で
は
、
元
気
な
企
業
部

門
か
ら
の
預
金
が
増
え
て
い
る

が
、
家
計
が
こ
の
企
業
の「
活
力
」

を
取
り
込
み
、
そ
れ
に
参
加
し
よ

う
と
思
う
と
、
企
業
に
投
資
す

る
以
外
に
な
い
。
株
式
は
リ
ス
ク

資
産
だ
と
言
っ
て
ば
か
り
は
い
ら

れ
な
い
。

●

「
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
は
、
実
体
経
済
や
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
今
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
動
く
こ
と
の
な
か
っ
た
個
人
資

産
の
構
成
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
効
果
を
も
と
う
」（『
人
口
減

少
時
代
の
資
産
形
成
』東
洋
経
済
新
報
社
）と
野
村
証
券
金
融

経
済
研
究
所
の
西
澤
隆
氏
は
言
っ
て
い
る
。

●

金
融
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
端
に
名
を
連
ね
る
者
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
経
済
・
社
会
の
変
化
を
先
取
り
し
て
、
さ
ら
に
利
便
性

の
高
い
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

少
子
時
代
の

個
人
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
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